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安全･安心･新鮮でおいしい

静岡県産の農畜産物をお届けします。
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main
topics
メイントピックス

静
岡
茶
の
販
路
拡
大
と

�

販
売
強
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

的
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
消
費
動
向
に
よ
り
、
国
内
外
の

多
様
化
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

輸
出
拡
大
に
向
け
た
生
産
・
流
通
体
制
の

構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

茶
の
認
知
が
拡
大
し
、
海
外
で
の
消
費
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
最
大
の
輸
出
国
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
で
は
抹
茶
の
根
強
い
人
気
か

ら
粉
末
状
の
緑
茶
が
全
体
の
輸
出
額
の
７

割
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
台

湾
や
Ｅ
Ｕ
圏
な
ど
で
は
リ
ー
フ
茶
が
比
較

省
「
令
和
４
年
度
作
付
統
計
調
査
」）。
ま

た
、本
県
に
お
け
る
茶
の
栽
培
面
積
は
、減

少
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
県
及
び
国
の
各
種
補
助
事
業

の
県
下
窓
口
と
な
り
、
改
植
等
支
援
や
燃

油
高
騰
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
改
植
等
支

援
で
は
、
改
植
に
よ
る
若
返
り
や
優
良
品

種
へ
の
転
換
、
台
切
や
棚
施
設
な
ど
の
導

入
に
よ
る
高
品
質
化
、
有
機
栽
培
へ
の
転

換
な
ど
補
助
事
業
を
活
用
し
た
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。

２
．
消
費
動
向

　

１
世
帯
当
た
り
緑
茶
（
リ
ー
フ
茶
）・

茶
飲
料
の
金
額
ベ
ー
ス
の
消
費
量
で
は
、

リ
ー
フ
茶
が
前
年
に
引
き
続
き
減
少
す
る

一
方
で
、
茶
飲
料
の
消
費
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
ド
リ
ン
ク
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
（
表
１
）。

　

海
外
へ
の
輸
出
状
況
で
は
、
令
和
４
年

度
の
緑
茶
輸
出
数
量
、
輸
出
額
は
と
も
に

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。
近

年
、
健
康
志
向
や
日
本
食
へ
の
関
心
の
高

ま
り
な
ど
の
背
景
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
や
台

湾
、
東
南
ア
ジ
ア
圏
な
ど
を
中
心
に
日
本

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
誌
で
は
、
令
和
３
年
度
に
「
静
岡
茶

の
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
組
」、令
和
４
年

度
に
は
「
茶
を
め
ぐ
る
情
勢
と
茶
業
部
の

取
組
」
と
題
し
、
最
新
の
情
勢
を
踏
ま
え

た
本
会
茶
業
部
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
本
県

の
茶
情
勢
を
踏
ま
え
、
茶
業
部
が
「
Ｊ
Ａ

静
岡
経
済
連
２
か
年
計
画
」
の
重
点
項
目

に
定
め
て
い
る
、
茶
の
販
路
拡
大
と
販
売

強
化
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ �

茶
を
め
ぐ
る
情
勢

１
．
生
産
動
向

　

本
県
の
令
和
４
年
度
荒
茶
生
産
量
は
、

２
８
，６
０
０
ト
ン
で
、前
年
か
ら
約
４
％

減
少
し
ま
し
た
。
茶
期
別
生
産
量
で
は
、

リ
ー
フ
茶
向
け
と
な
る
一
番
茶
が
１
０
，

５
０
０
ト
ン
と
な
り
前
年
か
ら
約
８
％
増

加
し
ま
し
た
が
、地
域
・
工
場
間
格
差
が
大

き
く
、
摘
採
が
早
い
地
域
で
は
増
産
、
山

間
地
や
摘
採
が
遅
い
地
域
で
は
減
産
の
傾

向
で
し
た
。（
生
産
量
デ
ー
タ
：
農
林
水
産

6,171 
5,073 4,309 3,879 3,263 
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出典：総務省「家計調査年報」

出典：財務省「貿易統計」

表１　茶類の１世帯当たり年間品目別支出金額

表２　緑茶の輸出状況
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main topics

Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
の
あ
る
商
品

づ
く
り
と
販
路
開
拓
（
品
種
・
被
覆
・
機

能
性
・
多
用
途
他
）
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
．
輸
出
事
業

　

東
南
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
へ
の
茶
の
輸

出
の
維
持
と
と
も
に
、
需
要
の
高
ま
る
海

外
市
場
に
向
け
、
緑
茶
販
路
拡
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、流
通
開
発
課
と
連
携
し
、販

路
拡
大
の
取
組
と
し
て
９
月
に
ア
メ
リ
カ

品
の
「
静
岡
茶　

揉
一
ひ
と
え
」
や
お
茶

を
使
用
し
た
お
菓
子
な
ど
の
販
売
と
来
場

者
へ
お
茶
の
試
飲
を
実
施
し
、
静
岡
茶
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
仕
上
茶
取
引
先
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
、
原
料
供
給
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
茶
商
と
の
競
合
の
中
、

Ⅲ �

茶
業
部
の
取
組

　

茶
業
部
で
は
、
リ
ー
フ
茶
の
消
費
減
少

な
ど
、
変
化
す
る
茶
の
消
費
動
向
や
需
要

に
対
応
し
、
国
内
外
へ
の
販
路
拡
大
や
販

売
強
化
に
向
け
、
次
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

１
．
消
費
宣
伝

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
な
ど
が
緩
和
さ

れ
る
中
、
令
和
４
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
関
連

の
消
費
宣
伝
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
に
本
会
直
営
焼
肉
店

「
駿
府
の
肉
処　

静
岡
そ
だ
ち
」
で
、来
店

客
に
新
茶
を
振
る
舞
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、店
舗
内
で
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。11

月
に
は
、
静
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
世

界
の
お
茶
ま
つ
り
」
に
出
展
し
、
本
会
商

問
い
合
わ
せ
先

・・
茶
業
部
　
茶
業
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
１
９

▲静岡茶を試飲する来場者

▲水出しで提供した海外向けのティーバッグ茶「Shizuoka Premium Select」▲

▲アメリカでのフードエキスポに出展した本会ブース

▲世界のお茶まつりへの出展

で
開
催
さ
れ
た
貿
易
会
社
主
催
の
フ
ー
ド

エ
キ
ス
ポ
に
参
加
し
ま
し
た
。
エ
キ
ス
ポ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
、
過
去
最
大
規
模
の
２
４
０
０

人
以
上
が
来
場
し
ま
し
た
。
日
本
企
業

１
４
０
社
以
上
が
出
展
し
、
現
地
の
バ
イ

ヤ
ー
へ
商
品
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
本
会

が
出
展
し
た
ブ
ー
ス
で
は
、
一
番
茶
を
使

用
し
た
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
水
出
し
茶
で
提

供
し
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
経
営

者
に
向
け
て
静
岡
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
優
良
な
静
岡
茶
を
有
料
で
提
供
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
み
、現
地
外
食
レ

ス
ト
ラ
ン
の
販
売
累
計
店
舗
数
は
１
５
０

件
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅳ �

お
わ
り
に

　

 

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
最

新
の
茶
を
め
ぐ
る
情
勢
か
ら
本
会
茶
業
部

の
販
路
拡
大
と
販
売
強
化
の
取
組
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

茶
業
部
は
、
さ
ら
な
る
国
内
外
へ
の
販

路
拡
大
と
産
地
維
持
に
向
け
て
、
流
通
販

売
業
者
と
の
契
約
生
産
の
推
進
な
ど
、
茶

産
地
に
お
け
る
生
産
販
売
対
策
の
提
案
を

行
い
、
県
下
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
本
年
度
も
引

き
続
き
静
岡
茶
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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topics & news

静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会

（
事
務
局
：
生
産
振
興
開
発
課
）
と
県
は
８

月
23
日
、
伊
豆
市
の
静
岡
県
農
林
技
術
研

究
所
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
令
和

５
年
度
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
病
害
虫
・
雑
草

管
理
）
技
術
指
導
者
養
成
研
修
第
１
回
研

修
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
関
係

者
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｍ

に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
つ
営
農
指
導
員

の
養
成
が
目
的
。
産
官
学
技
術
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
今
回
は
わ
さ
び

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

同
研
究
所
わ
さ
び
生
産
技
術
科
の
久
松

奨
科
長
は
、「
わ
さ
び
田
と
わ
さ
び
栽
培

に
つ
い
て
」、
片
井
祐
介
上
席
研
究
員
は
、

「
わ
さ
び
田
で
の
病
害
虫
管
理
」に
つ
い
て

講
義
し
ま
し
た
。
水
質
汚
濁
や
水
産
動
植

物
へ
の
影
響
か
ら
農
薬
使
用
が
規
制
さ
れ

る
わ
さ
び
田
で
は
、
農
薬
使
用
者
の
講
習

受
講
義
務
や
水
系
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

な
ど
が
必
要
に
な
る
た
め
、
パ
イ
プ
栽
培

や
Ｂ
Ｔ
剤
に
よ
っ
て
病
害
虫
防
除
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
実
習
で

は
、
採
集
し
た
害
虫
や
墨
入
り
病
に
感
染

し
た
わ
さ
び
を
研
究
室
か
ら
の
中
継
で
紹

介
し
、
参
加
者
は
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

営
農
総
合
対
策
部
の
三
橋
民
和
部
長
は

「
病
害
虫
の
防
除
と
併
せ
て
、世
界
に
誇
る

水
わ
さ
び
の
伝
統
的
な
生
産
環
境
を
多
く

の
方
に
理
解
し
て
ほ
し
い
。」と
話
し
ま
し

た
。

わ
さ
び
を
テ
ー
マ
に
実
施

令
和
５
年
度
I
P
M
技
術
指
導
者
養
成
研
修
第
１
回
研
修
会

Ｊ
Ａ
静
岡
中
央
会
と
生
産
振
興
開
発
課

は
8
月
18
日
、
県
農
業
会
館
で
「
令
和
５

年
度
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
長
研
修
会
」
を

開
催
し
県
内
８
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
セ
ン
タ

ー
長
ら
18
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
長
の
役
割
を
再
確
認
し
、
各

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
取
組
や
課
題
に
つ

い
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
目
的
。

研
修
会
で
は
、
滋
賀
県
立
大
学
の
増
田

佳
昭
名
誉
教
授
と
中
央
会
農
政
営
農
部
、

本
会
生
産
振
興
開
発
課
に
よ
る
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
例
報
告
と
し
て
Ｊ

Ａ
金
沢
市
担
い
手
支
援
室
の
押
田
哲
男
室

長
が
講
演
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
取
組
事
例

や
農
業
者
の
育
成
、
労
働
力
支
援
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
分
散
会
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を

通
し
て
各

Ｊ
Ａ
の
取

組
や
営
農

経
済
セ
ン

タ
ー
の
出

向
く
活
動

に
つ
い
て

意
見
交
換

を
行
い
ま

し
た
。

名
古
屋
事
務
所
は
7
月
26
日
、
大
阪
市

の
大
果
大
阪
青
果
㈱
で
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

の
品
質
査
定
会
と
販
売
対
策
会
議
を
開
き
、

関
西
と
中
京
地
区
の
市
場
17
社
と
Ｊ
Ａ
と

ぴ
あ
浜
松
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
担
当
者
ら

が
参
加
し
ま
し
た
。

査
定
会
お
よ
び
販
売
対
策
会
議
は
、
他

産
地
と
比
較
に
よ
る
供
給
責
任
産
地
と
し

て
の
意
識
向
上
や
生
産
維
持
拡
大
、
情
報

共
有
に
よ
る
連
携
強
化
と
有
利
販
売
な
ど

が
目
的
。
３
月
上
旬
に
続
き
２
回
目
の
開

催
と
な
り
（
本
誌
５
月
号
掲
載
）、全
国
16

産
地
か
ら
出
荷
さ
れ
た
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
を

査
定
し
ま
し
た
。

夏
場
の
気
温
高
に
よ
る
厳
し
い
生
産
環

境
の
中
、
葉
先
の
枯
れ
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
不

足
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
、
本
県
産
の
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
は
傷
み
が
少
な
く
、
高
い
品

質
評
価
を
得
ま
し
た
。

産
地
の
維
持・強
化
と
組
合
員
の
所
得
向
上
に
向
け
て

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
長
研

修
会
を
開
催

有
利
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み

夏
期
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
査
定

会・販
売
対
策
会
議

▲品質を確認する関係者ら

▲講義する生産振興開発課の若月敏明審査役

▲オンラインで講義を受ける本会職員（本会会議室にて）

▲参加者にワサビのサンプルをオンラインで紹介する同研究所職員ら
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topics & news

人
事
教
育
課
は
８
月
28
日
と
８
月
30
日

の
２
日
間
、
就
職
活
動
中
の
学
生
に
就
業

体
験
を
通
じ
て
本
会
の
事
業
内
容
や
役
割

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。
28
日
は
静
岡
市
葵
区
で
対
面
に
て

開
催
し
、
30
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
り
、
２
日
間
で
学
生
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
人
事
教
育

課
よ
り
本
会
事
業
概
要
に
つ
い
て
、
野
菜

花
卉
課
か
ら
は
、
青
果
物
の
流
通
に
つ
い

て
県
産
農
産
物
の
生
産
状
況
や
品
目
の
紹

介
な
ど
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、
レ
タ
ス
の
分
荷
作

業
に
挑
戦
し
、
販
売
情
報
セ
ン
タ
ー
で
実

際
に
行
わ
れ
る
業
務
を
疑
似
体
験
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
青
果
物
の

消
費
宣
伝
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
チ
ゴ
や
ワ

サ
ビ
な
ど
の
青
果
物
を
売
り
出
す
企
画
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
提
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
を
発
表
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
後
に

は
、
今
年
度

入
会
の
若
手

職
員
２
人
が

学
生
に
向
け

て
就
活
ア
ド

バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
。

学
生
が
県
産
農
産
物
の
消
費
宣
伝
企
画
を
提
案

令
和
５
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
催

流
通
開
発
課
は
８
月
10
日
、
県
農
業
会

館
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
運
営
す
る
産
地
直
送

通
販
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」
の
担
当
者

研
修
会
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
「
Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
」
担
当
者
ら
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
初
開
催
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
な
ど
で
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
需
要
が
高

ま
る
中
、
Ｊ
Ａ
担
当
者
の
情
報
交
換
の
場

を
設
け
、
課
題
解
決
や
商
品
開
発
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
。

Ｊ
Ａ
全
農
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
課
の
松
井

透
担
当
よ
り
、今
年
度
の
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
」

の
取
り
組
み
と
し
て
、
流
通
額
や
会
員
登

録
者
数
な
ど
の
実
績
が
好
調
で
あ
る
こ
と

や
、
他
県
で
の
優
良
事
例
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。

流
通
開
発
課
の
中
瀬
諒
亮
係
長
か
ら
は
、

県
域
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
に
出

店
す
る
「
し
ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
の

販
売
促
進
の
取
り
組
み
や
売
り
上
げ
分
析
、

商
品
開
発
の
ヒ
ン
ト

な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
、
販

売
促
進
や
発
送
対
応

で
の
疑
問
点
、
各
Ｊ

Ａ
の
取
り
組
み
状
況

な
ど
を
共
有
し
、
Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
の
積
極
活

用
に
向
け
、
連
携
を

強
め
ま
し
た
。

流
通
開
発
課
は
8
月
5
日
、
Ｊ
Ａ
全
農

が
提
供
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ
（
Ｊ
Ｆ
Ｎ

38
局
ネ
ッ
ト
）
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
Ｊ
Ａ
全

農
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

（
毎
週
土
曜
日
13
時
～
放
送
）で
Ｊ
Ａ
み
っ

か
び
の
「
三
ヶ
日
み
か
ん　

凍
ら
せ
て
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
12
個
入
り
」
を
紹
介
し
ま
し

た
。
同
番
組
は
、
最
新
の
音
楽
チ
ャ
ー
ト

を
紹
介
し
な
が
ら
各
地
の
旬
の
農
畜
産
物

を
毎
週
紹
介
し
て
い
ま
す
。

同
日
の
放
送
で
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
務
め
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

さ
ん
と
安
田
レ
イ
さ
ん
が
提
供
商
品
を
試

食
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
」
で
購
入
で
き
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

※�

紹
介
商
品
の
販
売
は
８
月
末
で
終
了
し

ま
し
た
。

E
C
サ
イ
ト
積
極
活
用
に
向
け

J
A
タ
ウ
ン
担
当
者
研
修
会
を
開
催

県
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

ラ
ジ
オ
番
組「
J
A
全
農
C

 
O
 U 

N
T
D
O
W
N 

J
A
P
A
N
」で

「
み
か
ん
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」を
紹
介

▲野菜花卉課による講義のようす

▲グループワークで意見交換をする学生ら
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食
糧
課
は
、
９
月
20
日
～
22
日
の
３
日

間
、
静
岡
市
駿
河
区
の
ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静

岡
で
開
催
さ
れ
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
中
部
社
が
主
催
す
る

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
商
談
会
」

に
参
加
し
、
本
会
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
静
岡

そ
だ
ち
（
静
岡
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
）」
を
中

心
に
県
産
米
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
量
販
店
や
地
域
店
な
ど

の
同
社
製
品
の
取
扱
店
向
け
に
家
電
製
品

を
提
案
す
る
こ
と
が
目
的
。「
静
岡
そ
だ
ち

（
静
岡
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
）」
は
、
調
理
器

具
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
同
社
製
炊
飯
器
で
炊
い

た
米
の
試
食
品
と
し
て
使
用
し
、
来
場
者

に
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、食
糧
課
の
担
当
職
員
が
、同
ブ
ー

ス
の
「
調
理
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
、
米

の
豆
知
識
や
適
切
な
保
管
方
法
な
ど
を
紹

介
し
た
他
、
消
費
宣
伝
と
し
て
県
産
米
の

銘
柄
と
特
徴
を
説
明
し
、
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
な
ど
へ

本
会
商
品
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ラ
イ
ス
を
配
布

し
ま
し
た
。

消
費
拡
大
に
向
け
実
施

家
電
製
品
商
談
会
で
県
産
米
を
P
R

茶
の
審
査
技
術
競
う

第
38
回
静
岡
県
茶
生
産
青
年
茶
審
査
技
術
競
技
会

静
岡
県
茶
生
産
青
年
会
（
事
務
局
：
茶

業
課
）
は
８
月
29
日
、
静
岡
市
葵
区
の
㈱

静
岡
茶
市
場
で
「
第
38
回
静
岡
県
茶
生
産

青
年
茶
審
査
技
術
競
技
会
」
を
開
き
、
県

内
９
Ｊ
Ａ
か
ら
12
チ
ー
ム
（
Ｊ
Ａ
大
井
川

は
３
チ
ー
ム
、
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
は
２
チ
ー

ム
）、55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
会
は
、

茶
生
産
青
年
の
技
術
向
上
と
連
帯
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
茶
の
品
質
を
判
断
す
る
技

術
の
錬
磨
が
目
的
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
茶
の
外
観
に
よ
る
生
産
地

の
判
定
や
、
飲
み
比
べ
に
よ
る
生
産
地
、

品
種
判
定
の
３
つ
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

団
体
の
部
の
１
位
、
個
人
の
部
の
１
～
５

位
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
と
な
り
、
競
技
の
結

果
、
団
体
の
部
は
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
Ａ
チ
ー

ム
が
、
個
人
の
部
は
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
丸

尾
友
基
さ
ん
が
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

個
人
の
部
１
位
の
丸
尾
さ
ん
は
「
難
し

か
っ
た
が
、落
ち
着
い
て
取
り
組
め
た
。全

国
大
会
で
も
上
位

を
目
指
す
。」
と

意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。
個
人
の

部
の
上
位
10
人
は
、

10
月
27
日
に
福
岡

県
八
女
市
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

▲配布されたメッセージライス ▲炊飯器のPRに使用された「静岡そだち（静岡県産コシヒカリ）」

▲飲み比べによる審査のようす

▲県産米を紹介する杉本耀介担当

▲茶の外観から生産地を判定する参加者
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静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協
会（
事
務
局
：

柑
橘
果
樹
課
）
は
９
月
14
日
、
県
農
業
会

館
で
「
第
46
回
静
岡
県
い
ち
じ
く
果
実
品

評
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
県
産
い
ち
じ
く

の
品
質
改
善
と
生
産
者
の
技
術
向
上
を
図

り
、
産
地
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
的
。

審
査
対
象
の
品
種
は
「
桝
井
ド
ー
フ
ィ

ン
」
で
、
８
Ｊ
Ａ
か
ら
34
点
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。
静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー
長

が
審
査
長
を
務
め
、
静
岡
県
や
農
林
事
務

所
職
員
な
ど
審
査
員
10
人
が
、
外
観
や
糖

度
、
充
実
度
、
食
味
な
ど
を
規
定
に
基
づ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。
出
品
物
の
平
均
糖

度
は
15.0
度
で
昨
年
の
13.8
度
を
上
回
り
、
最

高
は
19.1
度
で
し
た
。

出
品
物
は
、
９
月
15
日
に
静
岡
市
清
水

区
の
イ
オ
ン
清
水
店
で
販
売
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
・

カ
ッ
コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）

い
ち
じ
く
の
品
質
向
上
を

第
46
回
静
岡
県
い
ち
じ
く
果
実
品
評
会

金
　
賞

静
岡
県
知
事
賞

静
岡
県
京
浜
地
区
果
実
流
通
協
議
会
会
長
賞

　

矢
部　

光
良
（
Ｊ
Ａ
掛
川
市
）

銀
賞
１　

静
岡
県
経
済
産
業
部
長
賞

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代
表

理
事
理
事
長
賞

　

土
井　

春
雄
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

銀
賞
２

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究
セ
ン

タ
ー
長
賞

　

平
野　

秀
直
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

銀
賞
３

静
岡
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
代
表
理
事

会
長
賞

　

堤　

保
行
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）

銅
　
賞

　

太
田　

雅
俊
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）

　

水
嶋　

浩
喜
（
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
）

　

北
川　

佳
延
（
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
）

　

大
塚　

昭
雄
（
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
）

　

横
井　

道
明
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）

　

鈴
木　

美
佐
（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
）

　

牧
田　

高
幸
（
Ｊ
Ａ
静
岡
市
）

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
は
、
９
月
１
日
～

30
日
の
１
か
月
間
、県
内
33
カ
所
の
Ｊ
Ａ
│

Ｓ
Ｓ
で
使
用
で
き
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
サ

ー
ビ
ス
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
の
ク
ー
ポ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
期
間
中

に
ア
プ
リ
内
の
該
当
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
ー
ポ

ン
を
獲
得
し
た
利
用
者
に
、
決
済
金
額
に

対
し
て
最
大
５
％
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

ま
し
た
。

県
内
Ｊ
Ａ
│

Ｓ
Ｓ
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
の
急
速
な
普
及
と
利
用
者
の
増
加
に

伴
い
、
積
極
的
な
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
や
親
和
性
の
高
い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
の
販
促
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
新
規
顧
客
の
獲
得
や
燃
料
油
の
取
り

扱
い
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
で
利
用
推
進

Ｊ
Ａ
−Ｓ
Ｓ
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

▲審査のようす

▲銀賞３ ▲銀賞２ ▲銀賞１ ▲金賞を獲得した矢部さんのイチジク

▲キャンペーンをPRする担当職員
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

一 �

は
じ
め
に

　

果
樹
は
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
担

い
手
の
減
少
が
続
き
、
栽
培
面
積
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
本
県
の
主
要
品
目
で
あ
る

温
州
ミ
カ
ン
も
全
国
的
に
供
給
量
が
不
足

し
て
き
て
お
り
、
国
は
こ
れ
ま
で
の
生
産

過
剰
を
防
ぐ
方
針
か
ら
、
生
産
基
盤
を
強

化
し
積
極
的
に
生
産
拡
大
し
て
い
く
方
針

に
転
換
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、生

産
現
場
で
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に

よ
る
規
模
拡
大
を
進
め
る
と
と
も
に
、
生

産
性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
量
を
維
持
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

二 �

双
幹
形
樹
形
に
よ
る
管
理
作

業
の
軽
労
化

　

温
州
ミ
カ
ン
は
収
穫
や
運
搬
、
せ
ん
定

や
施
肥
な
ど
労
働
負
荷
の
大
き
な
作
業
が

多
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
規
模
拡
大
を
す
る

に
あ
た
り
、
管
理
作
業
は
体
へ
の
負
担
が

少
な
く
、
時
間
は
短
く
、
栽
培
経
験
の
少

な
い
被
雇
用
者
で
も
出
来
る
よ
う
に
、
わ

か
り
や
す
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

双
幹
形
樹
形
（
写
真
１
）
は
、
果
樹
研

究
セ
ン
タ
ー
で
技
術
開
発
し
て
い
る
青
島

温
州
の
新
樹
形
で
、
二
本
主
枝
に
側
枝
を

配
置
し
た
単
純
な
樹
形
で
、
正
面
か
ら
見

る
と
「
Ｙ
字
」
型
の
仕
立
て
に
な
っ
て
お

り
、
樹
高
を
２
ｍ
程
度
と
低
く
す
る
こ
と

で
脚
立
を
使
用
し
た
作
業
な
ど
が
不
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
樹
幅
を
1.5
ｍ
程
度
に

す
る
こ
と
で
平
面
的
な
樹
形
と
な
り
、
立

体
的
な
開
心
自
然
形
に
比
べ
、
摘
果
や
収

穫
作
業
に
お
い
て
樹
冠
内
で
の
中
腰
姿
勢

（
写
真
２
）
の
割
合
が
少
な
く
な
る
な
ど

（
表
１
）、
作
業
の
軽
労
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

三 �

垣
根
仕
立
て
と
機
械
せ
ん
定

に
よ
る
省
力
効
果

　

 

さ
ら
に
、
双
幹
形
の
二
本
の
主
枝
を

作
業
道
と
平
行
に
列
状
に
配
置
す
る
垣
根

仕
立
て
に
す
る
こ
と
で
、
着
果
が
面
状
と

な
り
、
作
業
動
線
が
直
線
状
に
単
純
化
さ

新
樹
形
に
よ
る

新
樹
形
に
よ
る

��

省
力
的
栽
培
管
理
技
術
の
開
発

省
力
的
栽
培
管
理
技
術
の
開
発

私
が紹介

します

!

静岡県農林技術研究所
果樹研究センター

果樹生産技術科 主任

中 嶌  輝 子

kg/樹 kg/樹容積m
3 　秒/果 秒/kg

双双幹幹形形 片片面面交交互互 1177..33 3322..55 55..55aa  3322..55 2222..22

双幹形 間引き 12.9 33.7 6.2 b 33.7 19.5

開開心心自自然然形形 間間引引きき 1133..66 3355..55 66..55  bb 3355..55 2266..22

有意性
ｚ n.s. n.s. ** n.s. n.s.

表１　樹形と摘果方法の違いが‘青島温州’(８年生)の収量と収穫時間に及ぼす影響

z　分散分析により**は1%の水準で有意差有り。　異なる文字間にはTurkeyの多重検定により
5％水準で有意差あり

樹　形 摘果方法
収穫時間 中腰姿勢

の割合（％）

収　量

写真２　中腰姿勢

写真１　青島温州の双幹形樹

表１　樹形と摘果方法の違いが‘青島温州’（８年生）の収量と収穫時間
に及ぼす影響

写真３ 作業者に自動
追従したり自律走行で
運搬するロボット
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最新研究紹介

農林技術
研究所
だより

線
状
に
な
る
垣
根
仕
立
て
の
特
性
を
活
か

し
、
収
穫
、
運
搬
、
せ
ん
定
、
摘
果
等
多

く
の
作
業
に
お
い
て
効
率
的
に
進
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

五 �

お
わ
り
に

　

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
で
試
験
し
て
い
る

四 �

初
心
者
に
や
さ
し
い
着
果
管
理

　

温
州
ミ
カ
ン
の
摘
果
は
間
引
き
摘
果
が

一
般
的
で
、
連
年
安
定
生
産
の
た
め
に
果

実
を
ど
の
く
ら
い
残
す
か
？
、
ま
た
摘
果

で
落
と
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
果
実
は
ど

の
よ
う
な
物
か
？
、
樹
毎
に
判
断
し
な
が

ら
作
業
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
初
心
者
は

経
験
者
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
の
作
業

に
な
り
、
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

隔
年
交
互
結
実
栽
培
は
、
果
実
を
な
ら

せ
る
生
産
樹
と
な
ら
せ
な
い
遊
休
樹
を
設

定
し
、
一
年
お
き
に
交
互
に
結
実
さ
せ
る

栽
培
方
法
で
す
。
隔
年
結
果
し
や
す
い
青

島
温
州
の
性
質
を
逆
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

安
定
的
に
収
量
が
確
保
出
来
る
と
と
も
に
、

間
引
き
摘
果
に
比
べ
作
業
量
が
少
な
く
、

ど
の
果
実
を
ど
の
く
ら
い
落
と
す
の
か
悩

む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の

技
術
を
応
用
し
、
正
面
の
側
枝
と
裏
側
の

側
枝
を
面
単
位
で
交
互
に
結
実
さ
せ
る
側

枝
交
互
結
実（
写
真
５
）を
試
み
、部
分（
片

面
）
全
摘
果
に
よ
る
、
初
心
者
で
も
わ
か

り
や
す
く
、
簡
単
に
出
来
る
着
果
管
理
法

に
つ
い
て
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

双
幹
形
樹
形
に
お
け
る
片
面
交
互
結
実

は
、
着
果
が
片
面
に
集
中
し
て
い
る
た

め
、
１
果
実
当
た
り
の
収
穫
時
間
は
、
双

幹
形
の
間
引
き
摘
果
樹
や
開
心
自
然
形
樹

に
比
べ
短
く
な
り
ま
す（
表
１
）。
さ
ら
に
、

側
枝
交
互
結
実
は
、
無
摘
果
の
生
産
面
と

全
摘
果
す
る
遊
休
面
が
列
状
に
同
じ
側
に

並
ぶ
た
め
（
写
真
５
）、
作
業
動
線
が
直

れ
る
こ
と
か
ら
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
を
使

っ
た
機
械
せ
ん
定
や
小
型
の
運
搬
ロ
ボ
ッ

ト
（
写
真
３
）
の
導
入
も
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
省
力
せ
ん
定
で

は
、
主
幹
か
ら
50
㎝
を
目
処
に
面
に
沿
っ

て
側
枝
を
切
除
す
る
こ
と
で
（
写
真
４
）、

ハ
サ
ミ
を
使
っ
た
間
引
き
せ
ん
定
に
比
べ
、

作
業
時
間
は
大
幅
に
短
縮
し
、
せ
ん
定
後

の
着
花
数
や
新
梢
の
発
生
数
に
は
影
響
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
、
チ
ェ
ン
ソ

ー
だ
け
で
は
せ
ん
定
不
足
の
樹
も
み
ら
れ

た
た
め
、
ト
リ
マ
ー
で
の
せ
ん
定
や
間
引

き
せ
ん
定
を
組
合
せ
、
樹
形
を
維
持
し
つ

つ
、
翌
年
の
収
量
を
確
保
す
る
た
め
に
、

結
果
母
枝
が
多
く
得
ら
れ
る
せ
ん
定
方
法

に
つ
い
て
、
現
在
試
験
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

双
幹
形
樹
を
見
学
さ
れ
た
方
々
の
多
く
が
、

慣
行
栽
培
の
開
心
自
然
形
に
比
べ
、
樹
当

た
り
の
収
量
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
同
じ
樹
齢

の
間
引
き
摘
果
し
た
樹
で
は
、
双
幹
形
の

方
が
樹
当
た
り
の
収
量
は
少
な
い
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
が
、
片
面
交
互
結
実
で
は
、

着
果
側
に
よ
り
多
く
の
果
実
が
な
る
た
め
、

片
面
だ
け
で
も
慣
行
栽
培
を
上
回
る
収
量

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

双
幹
形
は
慣
行
の
立
体
的
な
樹
形
に
比

べ
、
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
に
平
面
的
な

形
で
枝
の
配
置
も
単
純
に
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
慣
行
の
間
引
き
摘
果
や
間
引

き
せ
ん
定
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
よ
り

収
量
性
を
高
め
る
枝
管
理
、
着
果
管
理
を

試
み
て
い
く
こ
と
で
、
高
収
量
を
狙
う
こ

と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
双
幹
形
樹
は
８
年
生
樹
で
、

よ
う
や
く
生
産
樹
齢
に
さ
し
か
か
っ
た
と

こ
ろ
に
な
る
た
め
、
作
業
性
や
生
産
性
に

つ
い
て
継
続
し
て
調
査
を
実
施
し
、
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
の
成
績
と
し
て
随
時
ご
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

本
研
究
は
「
国
際
競
争
力
強
化
技
術
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
て
実
施
し
て
い
ま

す
。連

絡
先

静
岡
市
清
水
区
茂
畑

静
岡
県
農
林
技
術
研
究
所

果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

M
ail

：kaju-kenkyu@
pref.shizuoka.lg.jp

写真４　チェンソーで面に沿って切除

写真５　側枝交互結実で生産面（無摘果）と遊休面（全摘果）を列状に配置した園地

遊休面

全摘果無摘果

生産面
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�担当：営業部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレ
ビ番組「しずおかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11
回放送）に協賛し、県産米のＰＲを行っています。
　令和５年度の第５回目（９月16日）の放送では、タレント
の村上佳菜子さんと本谷育美アナウンサーの２人が静岡市か
ら「静岡コシヒカリ」の新米を紹介しました。「静岡コシヒカ
リ」は、白くピカピカのツヤがあり、もっちりとした粘りと
甘みが特徴です。番組では、JA静岡市販売課の石川春光次長
が出演し、「静岡コシヒカリ」の魅力を紹介しました。JA静岡
市管内では農薬や化学肥料の窒素成分を慣行の５割以下に減
らして栽培する「特別栽培米」のコシヒカリの生産にも取り
組んでいます。

　次回の「しずおかごはんが食べたい！」も村上佳菜子さん
が藤枝市と焼津市から紹介予定です。ぜひご覧ください！

検索しずおか手しお屋

◀「�しずおか手しお屋」ページは
　こちらから

産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ産地直送通販サイトJAタウンからのお知らせ
お得なキャンペーン実施中です！お得なキャンペーン実施中です！

　「国消国産月間」の取り組みの一環として、
継続的に国産農畜産物を購入していただくきっ
かけをつくるため、キャンペーン期間中、全国
各地5000以上の農畜産物対象商品をお客様の
送料負担なしで購入することができます。
　JAタウンの本会ショップ「しずおか手しお
屋」でも対象商品をご用意しますので是非ご利
用ください！

JAタウンでは、10月1日（日）～11月30日（木）の「JAグループ国消国産月間」に、「国産農畜産物のお客様送料負担
なしキャンペーン」を開催します！

Keizairen ┃ 0910　 ┃ Keizairen



本県の提供賞品は「静岡茶ティーバッグ『富士山そだち』抹茶入り」となります！
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